
脱炭素の推進を受け、風力発電等のグリーンエネルギーへの転換が求められている。

現在の主要エネルギーである石油の需要は今後低下するため、造船業界の主要製品である

原油タンカーや、付随する船舶は減少が見込まれるが、その代わりとして

電力を貯蔵・運搬する船舶等、新たな造船設備が必要となってくる。

本セミナーではエネルギー転換期における造船業界の今後の展望を読み解く。

2022 年11月17日（木） 13：25～15：40 （開場13：10） 13：25～15：40 （開場13：10） 日 時日 時
西日本総合展示場AIM3階  314 ・ 315会議室西日本総合展示場AIM3階  314 ・ 315会議室会場会場

参加費
無 料

（定員100名）

参加費
無 料

（定員100名）

共催　国土交通省、一般財団法人エンジニアリング協会 ／ 後援　北九州市、北九州商工会議所共催　国土交通省、一般財団法人エンジニアリング協会 ／ 後援　北九州市、北九州商工会議所

海洋開発セミナー海洋開発セミナー

北九州

https://www.enaa.or.jp/seminar/58289

西日本総合展示場AIM  314・315会議室

（福岡県北九州市小倉北区浅野3-8-1）

国土交通省　海事局　船舶産業課
　課長補佐（国際）　鈴木　聖一 氏

「海洋開発市場への進出・成長支援 」「海洋開発市場への進出・成長支援 」

株式会社海洋工学研究所
　代表取締役　佐尾　邦久 氏

　我が国の海洋政策は、海洋基本法（平成19年成立）に基づき、海洋基本計
画（平成30年～）が策定され、国土交通省も関係府省等と連携して海洋政策
に取り組んでいる。石油・天然ガスの海洋資源開発だけでなく、洋上風力発
電は、今後新たな海洋市場として、成長が期待されている分野である。
　これらの市場への進出・成長支援に向けて、国土交通省海事局における取
組を紹介する。

13：10　 

お申込

13：25 

会場

開会挨拶

13：30 講　演

14：00 休憩

14：10 セミナー

15：40 閉会挨拶

15：45 意見交換会（予定）

「造船・海洋石油・風力発電とエネルギーシフト」「造船・海洋石油・風力発電とエネルギーシフト」

　エネルギーシフトによる社会の変化を概説するとともに、海洋構造物（海
洋開発）に縁の薄かった造船企業に、海洋石油ガス開発の歴史と教訓、 さら
に、風力発電の展望・考察を紹介する。

プログラム 会場アクセス

○JR小倉駅から徒歩5分
新幹線口（北口）改札を出てペデストリアンデッキを進み、動く
歩道の先、西日本総合展示場 新館の隣。

※ 諸事情により、講演者および演題が変更になる場合があります。

東京都港区麻布台1－11－9　BPRプレイス神谷町 9階 
TEL ： 03－6441－2910 E-mail ： ocean-seminar@enaa.or.jp 

お問い合わせ先 
一般財団法人エンジニアリング協会　海洋開発室

※ 新型コロナウイルス感染症対策を実施
し、開催します。会場では手指消毒やマス
クの着用等、ご協力をお願いします。発熱
や体調不良のある方のご参加はご遠慮くだ
さい。

下記に記載の当協会ホームページURLまたは、

QRコードよりお申込ください。

申込締切：11月14日（月）17:00

当協会ホームページはこちら


